
むつ市中央公民館主催事業『こども仕事体験館 GOOD JOB』に出展しました 

 これからの時代を担っていく子どもたちが将来の仕事について興味･関心を持ち、職業体験を通していろいろな方から話を聞き

ながら実際に体験することはたいへん意味のあるものだと思います。最近では「大工さんになりたい」という子どもたちが減ってお

り、この様な大工さんの体験を通じて、将来、私たちと共に下北地域のモノづくりを支える仲間として活躍してくれることを期待し

たいと思います。また機会がありましたら「小さな職人さん」の笑顔に出会えることを楽しみにしております。  

 令和3年11月14日（日）にむつ市中央公民館主催事業として、『こども仕事体験館GOOD JOB』がむつ市中央公民館で

開催されました。この事業の趣旨は、「未来ある子どもたちがさまざまな職業と出会い、直接働く人と接したり実際

に仕事の一部に触れながら、就業体験をとおして自分の将来を考える」というもので、当校では「地域の子どもたち

に、ものづくりの楽しさを感じてもらえる場をもっと増やしたい！」「職人の仕事の面白さをたくさんの子どもたち

に知ってもらいたい」ということから、『しもきたこども工務店』を企画して出展しました。  

◇棟梁になってみよう！  

 ミニチュアの家をみんなの力で組み立てて、 

 木造建築の「上棟」を体験します。  

◇県産材でティッシュケースを作ろう！  

 青森県産材のスギを使ってティッシュケース 

 を作ります。  

地域に根差した職業能力開発校をめざして 青森県立むつ高等技術専門校 

 当校では、モノづくりの楽しさを知ってもらうため『ミニチュアの家をみんなの力で組み立てて、木造建築の「上棟」

を体験』という内容で小学校4年生から6年生のみなさんと一緒に小さな家を組み立てました。部材の木材は少し重さが

あるのですが、お互いに協力しながら自分たちの手で家づくりに頑張っていました。  


